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   Rowatin (Rowatinex) was administered to 10 patients with urolithiasisand the follow-
ing results were obtained. Complete or partial disappearances of calculous shadow were 
observed in 2 cases, excretion of calculi in 3 cases, no change in 1 case, and unknown 
coarse in 4 cases. Increase in urinary colloids after administration of Rowatin was noted 
in 2 cases. Untoward effect associated with the action of this drug was not observed.
緒 言
尿石症 の保存的療法 として は一定 の運動,多
量 の水分摂取,グ リセ リンの内服,ウ ロ トロピ
ン剤の静脈注射,脳 下垂 体製剤,副 交感神経刺
戟剤,或 は副交感神経遮 断剤,循 環系ホル モン
等 の使用,膀 胱洗瀞 等に より,尿 管蠕 動の充進
を起 さ しめ,又 は尿管壁の攣縮を 緩 解 せ しめ
て,結 石 の排出 を促進せ ん とす る試 みが報告 さ
れ,著 者等 も応用 して来た.し か るに著者 等は
今回,尿 石 の溶解或は 自然排 石促 進の機序 を有
す る,ロ ワ ワグナ ー社(西 ドイツ)製Rowa-
tinex(Rowatin)を扶桑薬 品工業株式会社 よ
り提供 をうけ,こ れ を尿石症 に使用 して認むべ














ロ ワチ ンの薬 理 作用 と して下 記 の 事 が 知 ら れ てい
る.
1.本 剤 は揮 発 性 油 か らなつ てお り,揮 発油 は他物
質 を 溶 解 し易 い性 質 を も ち,殊 に 脂肪,リ ポ イ ド・ス
テ ロ イ ドを 良 く溶 解す る.








臨 床 成 績
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尿 石 症10例に ロ ワチ ンを 使 用 した 成 績は,第1表,
第1～3図 に示 す 如 くで あ るが,以 下 各 症 例 につ い て
記 述 す る.
第1例S.T"25,♀,右 腎 石.
第1表 ロワチン投与症例の概要



































































































































































































ロ ワ チ ン



























ロ ワチ ソ投与 前24時間 尿 量830cc,小 川反 応 値 はY
1-2,YR3-5,R6→ ロ ワチ ン1日12滴 投 与1週 間
後 の値 は24時間 尿 量780cc,小川 反 応値Yl-3,YYR
4,YR5-6,R7→と な り尿 膠 質 増 量 を 認め た.
第2例S.S.,40,6,右 腎 石.
ロ ワチ ン投 与 前24時間尿 量700cc,小 川 反 応値 はY
1-3,YR4-6,R7→,ロワチ ン1日12滴 投与10日後 の
値 は24時間尿 量2520cc,Y1-2,YR3-5,R6→と な り
尿 膠質 濃 度 は や や低 下 せ る も,全 尿 量 に 多 大 の差 が あ
る為1日 量 と しての 尿 膠 質量 には 増 加 が 認 め られ た ,
総 括 及 び 考 按
著者等は尿石症10例にロワチンを使用して,
レ線像にて結石陰影の消失乃至一部 消 失 の2
例,結 石の排出3例,無 効1例,経 過不明4例




ロワチ ンの治療成 績 として は,Przemeck,
Urbainski,Izar等は結石 の排 出或 は レ線像に
この結石 陰影 の消失等 を報告 している.又,本
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邦にても長谷川等は工2例中3例 の排 石,二 本杉
は2例 中1例 排 石,1例 は結石 像の 縮 小 を 認
め,古 野,田 中は11例中82%の排 石を報告 して
いる.
著者等は従来 より副交感 神経遮 断剤,循 環系
ホルモソ等の抗痙 攣剤を利用 して,尿 管 壁の攣
縮を緩解せ しめて結石 の排 出を促進 す る方法を
報告 して来た.ロ ワチ ンの効果 もこれ等 に劣 ら
ぬ ものであると考 える.
尿石の成因 として多 くの因子が考 え られ てい
るが,そ のうち,尿 は塩類 の過飽和 溶 液 で あ
り,こ れが溶解状態に あるのは尿 中膠質 の介在
による保護作用に よるためで あ り,こ の膠質 の
変調,低 下が結石形成の一要素 とな る事 はEb-
steinにより指摘 され その後諸 家の研究報告 が
ある.著 者等 は2例 について ロワチ ン投与後 の
尿膠質を測定 した結果,そ の増量の傾向 を認 め
た.こ れは本剤が結石溶解及 び再 発予防に効果





尿石症工0例に ロワチンを使用 して結石陰影 の
消失乃至一部 消失2例,排 石3例,無 効 工例,
経過不 明4例 の結果 を得 た.
2例 につ きロワチ ソ投与後の尿膠質の増加の
傾 向を認めた.
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ロ ワチ ン投 与60日後 軟 か い 小 指頭 大 結 石 陰
影 は 消 失,米 粒 大結 石 陰 影 不 変.
第3図a
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第3例 右腎石 ロワチソ投与前右腎孟に
黎粒大の結石陰影を認める,
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第3図bロ ワチン投与前逆行性腎孟撮影
膨.
第3図cロ ワチン投与14日後右尿管下部に結石の移
動を認める.
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第3図dロ ワチン投与27日後結石の排出を認め,レ線像に
ても結石陰影を証明しない.
